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一般社団法人山口県作業療法士会
定款

第3条＜目的＞

この法人は、（一社）日本作業療法士協会との連携のもとに、
作業療法士の学術技能の研鑽及び人格資質の陶冶に努め、
作業療法の普及発展を図り、県民の健康と福祉の向上に資
することを目的とする。
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☆県内を６地区に分け様々な活動を行っています

地区 地区理事 所属

下関地区 岡藤 農 まつなが医院

宇部・小野田 河野 聡子 宇部中央病院

山口 原 直利 山口県立総合医療センター

萩・長門 赤木 正雄 萩市国民健康保険弥富診療センター

周南 鈴木 健朗 徳山中央病院

岩国 三宅 真寿美 高森福祉会居宅介護支援事業所

自分の所属の地区と
地区理事を知っておいてね!(^^)!



事務局



事務局
• 会員の入退会、会員名簿に関すること

• 内外の公文書に関すること

• 議案書、会議資料、議事録に関すること

• 会議案内、会議場設営、接待に関すること

• 総会議事運営に関すること

• 儀礼関係、内外の来信に関すること

• 資産の維持、管理に関すること

• 機関誌等刊行物の発送と保管に関すること

• 情報記録に関すること

• 災害対策に関すること

• その他各部に属しないことに関すること

☆現在の会員数：９７６ 名
☆OT所属施設数：２１８施設

（R7 .7.1現在）

様々な文書類・資料・備品
の管理をしています

「定期総会」は年に1度行
われる大切な会です

外部団体・機関との窓口とし
て対応しています



事務局 日本作業療法士協会

事務局：東京都台東区寿1-5-9山口県作業療法士協会 事務局

753-0851山口市黒川2572-1 メゾン西京103
TEL/FAX 083-920-0171
E-Mail  ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com

事務員2名 児玉深雪・岡崎理恵 
勤務時間 （月）～（金）10時～15時

その他の時間のお問合わせはメールでどうぞ

事務局員[会員] 事務局長:高山直美
 局員:田中伸二 上田純也 岡原光

久保田真生 笹川和彦
永友彩百合 西野友理子

 （山口リハビリテーション病院）

連携
＊一部の情報は連携管理していますが、

別々の組織です。
＊お問合せのある場合は、どちらの内容の

ものなのかよく確認をして連絡しましょう。

もしもし、

〇〇病院の〇〇と
申します。

お尋ねがあるので
すが…



会員の皆さん宛に様々な情報を配信しています！

＊どんな情報を？
・研修会案内
・県士会運用に関わる会員宛情報
・施設・会員管理に関する情報や
問い合わせ、アンケート等

・OT協会から依頼された会員宛情報
などなど…

＊どんな方法で？
・施設代表者へのメール・FAX
・それっちゃやまぐち
(県士会ニュース）

・登録されている会員へは、
直接メール配信も行っています

情報を
のがさずキャッチ！！



情報記録委員会
• 各種事業の記録

• 県士会事業や会員動向をデータ整理

• 10年毎の事業に向けての各種情報の収集と記録の整理

・S57年（1982年）に山口県作業療法士会は発足

・R5年に40周年を迎え今年は、４３年目です。

・会員数は5名（S57年）→９７６名（R７）

委員長：高山直美（山口ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院）
 委 員：斉藤隆一（済生会豊浦病院）

R5
設立40年

H25
設立３０年

H15
設立３０年

H5
設立３０年



災害対策室

• 災害対応マニュアルの検討

• 大規模災害の対応

• その他災害対策に関すること

【災害対策室メンバー】

◇室長：赤木 正雄（萩市国民健康保険弥富診療センター）

◇委員：各地区担当理事



緊急時の備えは平時（普段）の連携・顔の見える関係がとても重要です。
ぜひ地域の活動や人と人のつながりを大切に

〇災害発生を想定したシミュレーション[会員安否確認訓練]
（OT協会主催への参加：年1度）

〇POS3士会合同災害リハビリテーション研修会の開催
第1回研修会：７月５日開催予定

 〇災害発生時のリハビリテーション対応・支援、募金活動など

〇山口JRAT（山口県災害リハビリテーション推進協議会）活動

【活動内容】
＊災害シミュレーションは年に1度行って

います。必ずご参加ください！



ICT委員会

委員長 濱本 尊博（山口コ・メディカル学院）

委 員 小林 努   （三田尻訪問看護ステーション）

    石丸 拓也（YICリハビリテーション大学校）

  齊藤 隆一（山口県済生会豊浦病院）

安田 貴士（介護老人保健施設 サンライズ21）

  松田 秀好（玉木病院）

  御所 正宏（周南リハビリテーション病院）

  義永 眞利（山口県立総合医療センター）



Web会議システム「Zoom」

会議 研修会

本部

会員 会員 会員 会員

COVID-19で対面での
会議や研修会が
出来なかった

Web会議・研修会の
構築



会員向けサービスの充実

学会および研修会のコンテンツ配信

誰もが参加しやすい環境作りを

専門のスタッフがサポートします。

お気軽にご相談ください。



倫理委員会

• 倫理対応体制の整備

• 倫理関連の情報集約と情報発信

• 倫理相談への対応

委 員 長 ： 石原 弥生（山口県立こころの医療センター ）

委 員 ： 赤木 正雄（萩市地域包括支援センター）
三宅真寿美（岩国市岩国第一包括支援センター）



財務部
• 予算編成に関すること

• 会費その他の収入活動に関すること

• 支出、決算に関すること

• その他財務に関すること



• 各部局・委員会・事務局で必要な

   経費を確認し、予算案を作成

• 年度末には収支状況を確認、会計

   帳簿の整理

• 県士会全体としての、収支を取り

   まとめ、決算書類を作成

予算・決算について
収支管理



会費納入案内発送・納入確認と会員証発行

納入案内（振込用紙）を会員に送付 会員証発行年会費：8,000円



委員

部長：田村ひとみ

    （介護老人保健施設 寿光園）

部員：佐藤 真澄

 （宇部記念病院訪問リハビリテーション）

※増員予定

事務員さんのお力を借りながら、

  大切な県士会のお金を管理させて

  いただいています。

【事務員】 児玉深雪さん・岡﨑理恵さん



福利部
• 県士会活動時の保険加入（養成校学生も対象）

• 定期総会後に新入会員との交流会会開催

• 会員同士での交流イベントの企画

士会員同士の
交流ができる
企画を募集

中！！



渉外部
各関係団体等と円滑に連携をとるために、連絡や交渉を行う

協会長・都道府県士会長会議

（48会議）

日本作業療法士協会との

連携

山口県作業療法士連盟

議員等へ陳情

山口県医療関係団体
15団体との繋がり

医師・歯科医師・薬剤師・看護師・PT・OT・臨床放射線技

師・臨床検査技師・助産師・歯科衛生士・歯科技工士・
臨床工学技士・鍼灸師・栄養士・病院協会

県・各市町等の行政と

協議



学術部

□ 作業療法の臨床領域における専門基準に関すること

□ 作業療法の学術的発展に関すること

□ 学術資料の作成と収集に関すること

□ 機関誌編集に関すること

□ その他、学術に関すること



拠点は

・部員：中村由美子 藤井綺子 義永眞利
  野村克樹 高本真緒     山口真子 日笠美歩
  藤村明恵 藤村圭介     角健輔      内田亜記

  中森巧     大下紗代      國司悠花 梶田彩加

・部長：角上勇作

山口県立総合医療センター

・理事：木原涼子



定期研修会

《 過去のテーマ 》

・作業療法面接、目標設定の立て方と考え方 など

・各疾患別講義と作業療法としての対応
呼吸器、循環器、パーキンソン病、糖尿病 など

年1-2回開催 県士会ニュースHPでお知らせ
テーマは様々、トピックスや専門的な内容

OTだけでなく他職種の講師で開催されることも！

・対象者と自分自身にできる精神的ケア

・学会発表に使える効果的なPowerPointの作り方 など



事例報告会

・今年度は県中央部での開催（山口コ・メディカル学院）

・対面形式で行います

今年度で終了 県士会ニュースHP等でお知らせ
発表することに慣れるチャンスです

日本作業療法士協会 （旧）生涯教育制度対応

・聴講だけでもOKです 先輩の事例報告を聞いてみましょう

・事例を通して他施設のOTとディスカッションができます



分野別担当者

身障部会1 岡本典子 王司病院

身障部会2 田中佐和 周南記念病院

精神部会

池田晶代
和田真弓

重村晶子
吉南病院

小児部会

上田かおり
國弘菜穂子

上岡純
山口リハビリテーション病院

阿品舞子

山本華蓮
鼓ヶ浦こども医療福祉センター

医療センタースタッフと協力して研修会を運営します



地区別担当

医療センタースタッフと協力して研修会を運営します
地区でお困りの際は下記スタッフまで

地区の先輩との繋がりを持つチャンス！

下関 木村眞太郎 脳神経筋センター よしみず病院

宇部小野田 松田智嗣・桝重花江 宇部西リハビリテーション病院

山口 三井良浩 山口県済生会山口総合病院

萩長門 安田貴士 サンライズ２１

周南 御書正宏 周南リハビリテーション病院

岩国 国居大介 岩国市医療センター医師会病院



学会運営サポート委員会

会議で検討された内容より県学会運営ガイドを作製
随時加筆・修正を行う

学会運営委員会のサポート
また、県学会運営の効率化を目的として以下の会議を開催する。

①学会担当地区、委員引き継ぎ会議
②学会内容・運営方法の検討及び情報共有会議



【査読委員会】
１．査読規定、査読指針の見直し・検討

２．査読者登録

３．会議開催

【論文書き方委員会】
１．論文作成のサポート

２．会議開催



R4 R5 R6 R7 R8（本大会） R9

岩国 萩・長門 周南 山口 宇部・小野田 下関

開催地区の会員の方はご協力をお願いします。

学会運営委員会

山口県作業療法学会の企画・運営（1回年）

6地区輪番制



「多様性を支えるスマート OT」

― 人・技術・環境をつないで拓く主体的リハと地域共生 ―

令和8年9月27 日（日）

YIC リハビリテーション大学校

多様化する社会の中で、その人らしい生活と主体的なリハビ

リテーションを支える作業療法の役割はますます重要となっ

ています。本学会では技術と環境をつなぐ「スマート OT」を

軸に、実践と知恵を共有します。

学会長

石丸 拓也

YICリハビリテーション

大学校

実行委員長

河野 聡子

宇部中央病院

事務局長

八木 真奈美

山口労災病院

第37 回 山口県作業療法学会 開催概要



講師：小林 大作 氏

特別講演

「ヒト・コト・モノの相互作用を捉える

作業療法士だから提供できる価値」

株式会社アシテック・オコ 代表 小林 大作 氏（作業療法士）

・ 「やりたいこと」を発掘し「できる」を叶える

・ 共に考え、共に挑戦する伴走支援

・ 自立だけでなく、自律を支える

特別講演

アシテック・オコのメッセージ



機関誌発行委員会

・国立国会図書館 ・医学中央雑誌 ・科学技術振興機構

会員限定でホームページから閲覧各施設1冊
＋

県士会会員
希望者 に1冊

紙媒体 デジタル配信

発行

山口県作業療法学会の学会誌として年一回発行

収集機関納入







教育部がやります



とりあえず、何をしたらいい？

eラーニングを受講生涯学修制度について確認

クリックしてアクセス

教育部の研修会予定は、県士会ニュース、公式ＬＩＮＥで配信します
〇 現職者共通研修 （各講座年１回、対面開催予定）
〇 臨床実習指導者講習会（年１回開催、５年目以降受講可能）
〇 MTDLP研修会 （年３回、基礎研修・書き方研修・事例検討）

またはQRコードから

新生涯学修制度 eラーニング

https://www.jaot.or.jp/continuing_education/shinsyogaigakusyu2025/
https://www.jaot.or.jp/files/page/kyouikubu/shinsyogai/zenki_kensyu_tebiki.pdf


臨床実習指導者
講習会

• 後輩（OT）を育成するために必要な研修会

• 日程に関しては、調整中でございます。

• 講習を受けるには実務経験4年以上が必要

運営スタッフのお手伝いしてみませんか？？
気になる方は教育部まで！！



地域共生社会推進部

地域リエイブルメント
推進委員会

委員長

原 直利

認知症支援委員会

委員長

鈴木 健朗

運転と地域移動
支援委員会

委員長

田中 伸二

こども支援委員会

委員長

上田 純也

住環境福祉機器
委員会

委員長

鍵本 州英

「日本中すべての人に作業療法を」 山口県から始めましょう！

「人々の活動・参加を支援し、地域共生社会の構築に寄与する作業療法」を目指します

実現させる部局です



地域で活躍できるOTの人材育成を行っています

地域リエイブルメント推進委員会 （旧：地域支援事業班） 委員長 ： 原 直利

Eブロック

中四国県士会

地域支援事業の把握

研修の開催

研修

広報 調査

市町担当者

・人材育成研修
・フォローアップ研修

・各市町の取り組みの調査
・実践者の調査
・研修修了者の名簿作り

地域支援事業の広報活動

・それっちゃ山口への投稿
・SNSへの投稿

日本OT協会

地域包括ケア推
進班

（各市町の窓口）

新たな人材の出務

通いの場の支援 地域ケア個別会議 総合支援事業 山口市訪問型短期集中



各市町（行政）との窓口となっていただいています

各市町担当者

萩市・阿武町 赤木正雄

長門市 木下大介

下関市
岡藤農
上谷昌次

美祢市
築地信之 
 松尾 宗

山陽小野田市 中嶋克行

宇部市 渡辺慎介

山口市 高山直美

周南市・下松市・平生町 中村敏浩

防府市 木原涼子

光市 （選定中）

周防大島町 岡本奈美

柳井市 松浦範明

岩国市・和木町 三宅真寿美

上関町 宮重壮太郎

田布施町 鈴木健朗



地域共生社会推進部・認知症支援委員会

メンバー

鈴木 健朗 (JCHO徳山中央病院) ※委員長

赤木 正雄 (萩市国民健康保険弥富診療所センター)

大枝 康祐 (済生会山口地域ケアセンター)

上谷 昌次 (老人保健施設アイユウ)

認知症サポーターキャラバン
マスコットキャラクター:ロバ隊長

仲村 康樹 (下関リハビリテーション病院)

岡藤 農 (まつなが医院)



令和7年12月13日
(土)に山口県主催の認知
症カフェサミットに参
加しました。主な活動
としては、認知症の当
事者の方とそのご家族
との交流の場をサポー
トしています。

認知症支援委員会活動内容
(第7回山口県認知症カフェサミット)



認知症支援委員会は

地域の方々と認知症の方やそのご家族を繋ぐことを大切にしています。



運転と地域移動
支援委員会

（旧 自動車運転対策委員会）



筒井太一
（徳山医師会病院）

畠田知江

（宇部西リハ）

石原弥生

（こころの医療センター）
澄田悠太

（徳山リハ）

藤村圭介

（県立総合医療センター）

委員長：田中伸二

（山口リハ）

今井崇弘

田川美範

（よしみず病院）

（山口平成病院）

赤木正雄

（萩市弥富診療センター）
委員紹介



2025年度の活動実績

活動紹介

１、関連団体会議（運転支援関連団体共同

  事業における進捗確認、調整等）

  ２、会員向けの勉強会の開催（2回）

  1回目：実車評価の概要について

  2回目：実車映像で学ぶ！思考プロセス

  ３、支援体制サポート事業（施設・自動車学校）

  ４、相談事業（士会員対象）

  ５、JAFなど他団体との地域貢献活動（講演）



指定自動車学校協会

山口県作業療法士会

山口県警察本部

JAF山口支部山口県作業療法士会

山口県高次脳機能障害者
支援センター

運転支援関連団体
共同事業

JAF山口支部×YOT
業務連携協定

NHK取材の様子

他団体との連携



展望

関連団体との連携促進
  ・実車評価、安全運転相談の拡充

支援体制の整備
  ・相談窓口の活用、支援者ネットワーク作り

地域での活動
・広報活動、１つの地域資源、地域づくり

移動支援の拡充
社会参加の促進

地域課題解決の支援



こども支援
委員会

• 発達領域に関する研修会や勉強会の開催

• 発達領域に関わる作業療法士の仲間つくり

• 関係各所の研修会への講師派遣

• 5歳児健診を中心とした発達支援事業（療育相談会、保
育所訪問等）への派遣

こども支援委員会は山口県内で診断の
有無に関わらず、生活をするにあたって
困り感のあるこども達の支援をすることを
目的に活動をしている。



中村 めぐみ
長門総合病院

小林 暉尚
萩病院

肥塚 桜
よしみず病院

久保 雅弘
個別療育baseくぼっちゃの家

委員長：上田 純也
山口ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院

小川 諒
鼓ヶ浦こども医療福祉センター

生重 歩美
放課後等デイサービス
おれんじニコル

こども支援委員会の地区委員



今年度から開始した事業

• 宇部市における発達支援事業への派遣

未就園児を対象にした「スキップクラブ」：年４回

3歳、5歳児健診後の相談会「みんなにいろ」：月1回

• 阿武町における発達支援事業への派遣

保育園に訪問し、園児の評価、個別支援検討、支援者への助言

を目的に活動：年4回



住環境福祉機器委員会

• 地区別では身近な横のつながりを深め、地域の
課題を共有できるような研修会を開催しています
。
• 全県では年に数回程、地区別の内容からステッ
プアップした内容を企画しています。
• アンケートを行い参加者のご意見、ご希望をも
とに研修内容を決めています。



＜運営メンバー＞

委員長 鍵本 州英（老人保健施設寿光園）
全県委員 小田 篤（周南リハビリテーション病院）

斉藤 昌志（周南リハビリテーション病院）
古谷 正登（三田尻訪問看護ステーション）
岡 真人（原田訪問看護センター）

地区委員 下 関 和田 耕一郎（株式会社インマイライフ）
宇部小野田 畑野 晃一（山口労災病院）
山 口 久保田 樹（株式会社やつなみ）
萩長門 中嶋 武（岡田病院）
周 南 鈴木 健朗（JCHO徳山中央病院）
岩 国 豊田 拡吉（老人保健施設ふれんず）

福祉機器担当 中村 敏浩（周南高原病院）
生活行為工夫情報担当 石丸 拓也（YICリハビリテーション大学校）



日本作業療法士協会 生活環境支援推進室

＜福祉用具相談支援システム＞
利用者の身体機能や生活環境に基づき、最
適な福祉用具を効率よく選定・提案できる
支援ツールです。作業療法士の専門性を活
かした相談記録や用具情報の共有により、
質の高い支援が可能になります。

＜生活行為工夫情報＞
食事・排泄・移動など、日常生活における
「ちょっとした工夫」の事例を全国から集
め、データベース化。OT会員が自由に検索
・活用でき、実践的な支援やエンパワメン
トの促進につながります。

両者ともに、作業療法士の専門性を活かしながら、利用者の「できるをふやす」ことを目的とした支援ツール
／情報基盤であり、地域包括ケアシステムの推進にも寄与しています。



＜福祉用具相談支援アドバイザー＞

下 関 岡藤 農 （老人保健施設アイユウ）
宇部小野田 石丸 拓也 （YICリハビリテーション大学校）

河野 聡子（宇部中央病院）
山 口 原 直利 （山口県立総合医療センター）
萩長門 赤木 正雄（萩市国民健康保険弥富診療センター）
周 南 中村 敏浩（周南高原病院）

鈴木 健朗（JCHO徳山中央病院）
岩 国 三宅 真寿美（岩国市岩国第一地域包括支援センター）



福祉用具相談支援システムの登録方法

「福祉用具相談システム」と検索し
、上位に「日本作業療法士協会 生活
環境支援推進室」が出てきます。そ
こを開き、「初めてのご利用の方は
こちら」をクリックしてください。

こちらのQRコードでも登録可能



登録用IDは「yokaot」
パスワードは「otot」
と入力しログインをクリック
します。



利用規約を確認したら「同
意します」をチェックして
、次へをクリックします。



記載された項目を入力して、「仮登録
」をクリックします。確認メールが到
着したら、そこに記載されている
URLをクリックしてください。そし
て「本登録」を行います。



問い合わせ先
山口県作業療法士会 住環境福祉機器委員会

生活行為工夫情報事業担当 岡 真人
y.jyukankyo@gmail.com

本登録にはログインIDは皆
さんの「OT協会番号」、
パスワードには「登録用メ
ールアドレス」を入力して
ください。これによって本
登録が終了します。

皆さん、ご登録をお待ちしております



山口県作業療法士会
広報部

やーまん ぐっちん

先生

＊2026年度から新ロゴになりました



部長 大田 茂臣 山口コ・メディカル学院

委員 猪股 佳吾 山口赤十字病院

上岡 純・上田 純也・笹川 和彦 山口リハビリテーション病院

奴田原 脩一 山口県立こころの医療センター

福島 由香 川西地域包括支援センター

高田 憲侑 宇部西リハビリテーション病院

【広報部】

委員長 上岡 純 山口コ・メディカル学院

下関 鈴木 誠士 下関リハビリテーション病院

宇部・小野田 永冨 恵子
樋元 素乃・河内 めぐみ
長富 祐理絵
鍵本 洲英
道祖 優子・岡本 春奈

介護小規模多機能ホームフクシア
宇部第一病院
フクシア紫苑
寿光園
プラスワンデイサービス

山口 上岡 純・笹川和彦 山口リハビリテーション病院

萩・長門 小林 暉尚・高橋 蒼平
 

萩病院

周南・柳井 小林 純 周東総合病院

岩国 東 裕己 山口平成病院

【啓発活動委員会】



委員長 西森 啓祐 下松中央病院

副委員長 安永 慎佑 徳山医師会病院

委員 吉山 和香 徳山医師会病院

中村 敏浩 周南高原病院

【高校生一日OT体験実行委員会（一日体験実行委員会） 】

委員長 石丸 拓也 YICリハビリテーション大学校

委員 鍵本 州英 寿光園

山本  隆次 光風園病院

吉長 卓真 宇部中央病院

【県士会ニュース編集委員会】



役割は「伝えること」「知ってもらう(アピールする)こと」

ＨＰの管理、新聞や学会誌の広告掲載
外部への宣伝、グッズの開発

SNSの活用等



広報部の仕事

県士会ホームページの管理(昨年リニューアルしました！)

他団体の学会に当士会の広告を掲載する

新聞社へ記事の掲載(山口新聞：作業療法の日)

レノファ山口への繋がり(法人サポーターとしてレノファ山口のHP
掲載、キャラクターやロゴの使用可)

新たな広報活動の方法を検討



ホームぺージ： https://y-ot.jp/

・会報誌
・研修会の案内
・部局からお知らせの
等を配信しています

ホームぺージ： https://y-ot.jp/



ポロシャを作りました



啓発活動委員会の仕事

各地区でのイベントに参加し、作業療法を啓発していく

啓発活動イベントの様子
啓発グッズの活用







他にも色々製作しています

県士会が作成したパンフレット

(高校生向け、保護者向け)

クリアファイル

はっぴ

ジャンパー

のぼり

やーまん・ぐっちんのイラストデータ

＊必要時、事務局から郵送してもらえます





山口県作業療法士会 オリジナル

高校生向けパンフレット 保護者向けパンフレット



高校生一日OT体験実行委員会の仕事

県内全高校生に対して、実際の作業療法場面を見学・体験できる
機会を企画し、希望者募集の案内を行う

体験事業受入れ施設を募り、高校生受入れの調整・依頼を行う

参加高校生、受入れ施設にアンケートを行う

作業療法士の拡充に向けた取組みとして
OTという仕事を知り進路選択の候補と考
えてもらう機会となるよう企画・運用を行う



受け入れ実績

コロナ期間中一旦中断
２０２３年度より再開

2023年度：実施施設 3施設（協力申出施設18） 冬期休暇に実施

高校数 3校，参加高校生数 4名，延べ人数 4名

2024年度：実施施設 7施設（協力申出施設21） 通常通り夏期休暇に実施

高校数 6校，参加高校生数11名，延べ人数11名

202５年度：実施施設 １２施設（協力申出施設２６） 夏期休暇に実施

高校数 １７校，参加高校生数 ３０名，延べ人数 ３０名

2017年度：実施施設19施設（協力申出施設48）夏期休暇実施

高校数14校，参加高校生数36名，延べ人数39名

2018年度：実施施設20施設（協力申出施設41）

高校数16校，参加高校生数44名，延べ人数44名



県士会ニュース編集委員会の仕事

毎月発行している【年１２回】

＜内容＞

①巻頭言(県内のOTが記事にしています)

②研修会案内

③トピックス

④会員動向

⑤事務局よりお知らせ・お願い

⑥理事会報告

⑦りじうら（理事会裏話）

⑧NEWSデジタル版の管理

⑨新企画検討中（乞うご期待）



令和5年度に県士会NEWS 「それっちゃやまぐち」がデジタル化しました！
毎月初めに県士会WEBサイトに掲載しています。
掲載の通知は、各施設代表者宛にメールでお送りしています。また、県士会公
式LINEでも掲載通知をしていますので、是非LINE登録をお願いします。

山口県作業療法士会
LINE公式アカウント

県士会NEWSデジタル版のお知らせ

山口県作業療法士会
それっちゃ掲載ページ

https://y-ot.jp/members/newsletter/


お知らせ

• 啓発活動委員会では、新たな啓発活動グッズを検討中

• 皆さんのご意見やアイデアもお待ちしています

＊各委員長やお近くの委員でOKです

• 各地区でのイベントに参加しての啓発活動に関して、

 一部の施設やスタッフに負担が偏っています

皆さんの温かいご協力をどうぞ

宜しくお願い致します



一般公開講座企画実行委員会



＜活動内容＞

公開講座の企画・運営

➢委員会の開催
・分野やテーマの決定
・講座の実施方法の決定
・講師の選定
・広報の仕方 など

OT啓発社会貢献



参加者

105名

＜過去の公開講座のチラシ＞

※令和2年度は未開催（COVID‐19による影響のため）



藤田先生と運営スタッフ

＜公開講座の風景＞



広報部や新規会員増のための検討委員会
など様々な委員と連携し、
県内で活躍しているOTを講師に迎え、作業
療法の魅力を伝えていきます。

＜今後の活動＞



制度対策部：「制度は、患者さんの選択肢を拡げる」
制度を知ることは、リハビリの可能性を広げること。皆さんの「他に出来る事はないのかな？」を支えます。

01 診療報酬に関する相談対応

県士会員から寄せられる診療報酬に関する問い合わせに対応します。
必要に応じて協会制度対策部とも連携し、現場の疑問を整理します。

02 介護報酬・介護保険関連の情報共有

介護報酬に関する研修や情報を県士会員へ発信。山口県介護保険関係
団体フォーラムへ参加し、県内の動向も把握します。

03 県士会ニュース・メールで発信

制度改定や研修情報など、県士会員が臨床で必要な情報を受け取れるよ
うに発信します。



【常設委員会】

【特設委員会】



訪問リハビリテーション研修会運営委員会：病院の先にある“暮らし”を支える

訪問リハ研修会運営委員会は、地域で活動するセラピストの質・技術・つながりを育てます。

山口県訪問リハビリテーション実務者研修会

訪問リハに従事する、または興味のあるOT・PT・STを対象に、地
域で活動するセラピストの質や技術の向上を目指します。

3士会合同 訪問リハビリテーション勉強会

県内の訪問リハのネットワークづくり、情報交換、事例検討等を通
して自己研鑽につなげます。

暮らしを見る 家族と考える

地域につなぐ 多職種と動く

担当メンバー
古谷 正登（三田尻訪問看護ステーション） / 岡 真人（原田訪問看護センター） / 山門 慶子（在宅医療支
援センター山口 訪問看護ステーション） /万田祥秀（周南リハビリテーション病院）



中国地区作業療法士会合同研修会
運営委員会

＜常設委員会＞



• 中国地区5士会で協力し未来の担う人材を育成していくことが目的

• 各県が輪番で主催（山口県は令和7年に主催）

• クローズド研修を中心に開催

• クローズド研修では、各県の代表がテーマごとに分かれ共通の話題で意見交換を行う



安心して活動
できるよう

支える

地域と会員を
つなぐ

相談できる
窓口をつくる

学べる機会を
つくる

会員同士を
つなぐ

地域保健総合推進事業委員会は、日本作業療法士協会の地域保健総合推進事業の方針に沿い、山口県内において作

業療法士が地域・職域における予防、健康づくり、地域生活支援に継続的に参画できる基盤を整えるとともに、会

員への情報提供、連携支援、啓発活動を通して、会員の実践を支え、県民の健康と地域共生社会の推進に寄与する

ことを目的としています。

< 特設委員会 >

地域保健 総合推進事業 委員会

委員長 田谷由桂里（山口市基幹型地域包括支援センター）

委員 山田朋子（まちのリハビリ室ベッタ）、古谷正登（三田尻訪問看護ステーション）、斎藤隆一（豊浦病院）

目指している 活動内容



【目的】：司法領域の作業療法について、理解を深める

【活動内容】

・医療観察法における指定医療機関での実践、

また、刑事収容施設法における矯正施設での実践についての情報共有

・勉強会や研修会の実施

・司法領域に関わる作業療法士のネットワークづくりと司法領域に関連する他機関との連携

・司法領域における作業療法について情報発信

司法領域推進委員会

※司法領域の仕組みについて理解を深める
司法領域における作業療法士の役割について学びあう

【委員長】：池田 晶代（吉南病院）
【委員】  ：渡辺 慎介（YICリハビリテーション大学校）

藤井 浩希（YICリハビリテーション大学校）
奴田原 脩一（山口県立こころの医療センター）
小林 暉尚（萩病院）
田名 橋佳伸 （下関病院）



司法領域でも作業療法の領域が広がっています

2005年に心神喪失等の状態で重
大な他害行為を行った者の医療及
び観察等に関する法律（医療観察
法）が施行されて以来、司法精神
医療も作業療法の領域となってい
ます

近年は刑務所等の矯正施設においても
作業療法の実践が評価され、作業療法
士による生活訓練や創作活動・運動療
法等の社会復帰プログラムが取り組まれ
ています

2025年6月法改正：
「拘禁刑」の導入で
「罰するだけ」から「更生重視」へ。



生涯教育制度調整委員会

2025年度より新たな生涯教育制度が

開始されています！！

随時、県士会の会員の皆さまに有益に

なるよう他の部局と連携を図り、調整し、

適宜、情報をお伝えしていきます。

＜特設委員会＞



新規会員増のための検討委員会
～職能団体・学術団体として身近な組織として～

学生に対する

取り組み
養成校と連携・協力

他部局や委員会と連携し県
士会の活動を身近にする



＜紹介スライドは以上です。さいごに一言・・・＞

山口県作業療法士会は、多様な領域・専門性を持
つメンバーが集まった場所です。

誰かが困ったとき、誰か得意な人が協力して
くれる、そんな場所でもあります。

対象者の方々に安心して作業療法がおこなえることを
サポートしている縁の下の活動を行っていたり、
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